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火
災
･
災
肇
晒
位
を
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え
て
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⇔
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(
内
線
｢
2
3
)

国
璽
塵
置
膜
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憧
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司
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昨
年
　
(
平
成
_
 
6
年
)
　
は
､
新
潟
県
中
越

地
震
を
は
じ
め
､
停
滞
前
線
お
よ
び
相
次

ぐ
台
風
上
陸
に
よ
る
風
水
害
等
､
大
規
模

な
被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
が
各
地
で

発
生
し
ま
し
た
｡

町
で
は
､
｢
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
｣
　
を
め
ざ
し
て
､
防
災
体
制
の
強
化

促
進
を
図
り
､
地
域
住
民
､
職
員
及
び
防

災
関
係
機
関
を
と
お
し
防
災
意
識
の
啓
発

活
動
を
行
い
､
地
域
全
体
の
防
災
意
識
の

高
揚
･
充
実
を
図
り
､
｢
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
｣
　
｢
災
害
に
対
し
て
速
や
か
に

対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
｣
　
を
目
指
し
､

今
後
も
生
じ
う
る
災
害
に
対
す
る
防
災
施

策
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
｡

ま
た
､
阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
は
､
約

2
万
7
千
人
が
家
族
や
近
隣
の
人
の
協
力

に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
｡
地
域
や
人
と
人
と
の
助
け
合
い
は
火

災
･
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期
消
火

活
動
､
被
災
後
の
生
活
で
も
重
要
に
な
り

ま
す
｡
い
ざ
と
い
う
と
き
に
そ
な
え
､
日

ご
ろ
か
ら
地
域
が
主
体
と
な
り
防
災
力
を

高
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
｡



役場職員により組織された役場自衛消防隊

自動車ポンプの部　優勝　第5分団

小型ポンプの部　優勝　第8分団

広●轍かわぢ
平成17争Il月　Ool｣の漢書

館
内
聞
役
堪
直
簡
消
肺
暖
殿
垂

河
内
町
役
場
自
衛
消
防
隊
　
(
以
下
　
｢
役

場
消
防
隊
｣
　
と
い
う
｡
)
　
は
､
災
害
初
期

に
お
い
て
効
果
的
な
消
火
活
動
を
行
う
と

と
も
に
､
住
民
の
生
命
･
財
産
を
守
る
た

め
町
内
の
火
災
等
の
有
事
の
際
は
出
場
し
､

関
係
各
消
防
機
関
と
連
携
の
上
初
期
消
火

に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
､
町
職
員
に

よ
り
組
織
さ
れ
ま
し
た
｡

役
場
消
防
隊
は
､
勤
務
時
間
内
の
出
火

に
お
い
て
出
場
｡
火
災
現
場
に
お
い
て
は
､

消
防
署
所
の
隊
長
又
は
消
防
団
長
の
指
示

の
も
と
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

ま
た
､
定
期
的
に
消
防
機
関
の
指
導
を

受
け
機
械
操
作
等
の
訓
練
を
行
い
､
防
火

蔓
雲
に
強
い

ま
ち
つ
く
l
-
_
こ
む
什
て
-

河
内
町
消
防
団
長
　
平
川
　
和
文

防
災
の
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
｡

-

脚
.
副
藷
師
揃
シ
テ
現
法
末
書

町
消
防
団
員
の
厳
正
な
規
律
と
士
気
の

も
と
火
災
防
護
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
適

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
　
『
第
3
8
回
河

内
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
』
　
が
-
 
o

月
2
3
日
､
『
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
公
園
』

(
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
)
　
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡
各
分
団
の
選
手
は
､
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
､
気
迫
の

こ
も
っ
た
燥
法
を
披
露
し
ま
し
た
｡

大
会
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
｡

ま
た
､
1
 
0
月
2
日
　
(
日
)
　
『
第
5
6
回
稲

敷
地
区
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
』

(
阿
見
町
会
場
)
　
が
開
催
さ
れ
､
第
5
分

団
が
出
場
､
敢
闘
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

大
会
の
結
果

真
へ
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
5
分
団

準
優
勝
　
第
2
分
団

努
力
賞
　
第
2
分
団

☆
小
型
動
力
ポ
ン
プ

優
　
勝
　
第
8
分
団

準
優
勝
　
第
1
 
0
分
団

第
3
位
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9
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団
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4
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第
_
 
3
分
団

第
5
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第
4
分
団
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-
分
団

い
つ
お
こ
る
か
も
知
れ
な
い
災
害
に
備
え
､

町
消
防
団
貝
は
日
頃
か
ら
模
擬
火
災
･
規
律
･

操
法
等
の
訓
練
を
通
じ
､
い
か
な
る
場
合
に

お
い
て
も
､
迅
速
か
つ
冷
静
な
行
動
が
取
れ

る
よ
う
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
､

女
性
消
防
団
の
協
力
の
も
と
消
防
･
防
災
に

係
る
啓
蒙
活
動
に
務
め
､
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
に
務
め
て
い
ま
す
｡

今
後
の
方
針
と
し
て
､
消
防
人
員
の
積
極

的
な
確
保
を
進
め
る
た
め
､
役
場
自
衛
消
防

隊
の
設
立
を
は
じ
め
､
消
防
団
O
B
の
再
入

国
制
度
　
(
災
害
時
の
み
出
場
の
限
定
消
防
団
)

の
導
入
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
住
民
参
加
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
等

を
検
討
し
地
震
､
水
害
等
に
対
す
る
意
識
付

け
に
よ
り
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡
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C 0 Dの経年変化 麗
動
議
の
球
筋

霞
ケ
浦
の
水
質
状
況
を
※
C
O
D
の
指

標
で
示
し
て
み
る
と
　
(
グ
ラ
フ
参
照
)
､

昭
和
4
0
年
代
後
半
か
ら
上
昇
し
始
め
､
昭

和
5
3
･
5
4
年
度
に
_
 
0
唯
/
o
台
と
な
り
ま

し
た
が
､
昭
和
5
6
年
度
か
ら
総
合
的
な
水

質
保
全
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結
果
徐
々
に

低
下
し
､
平
成
3
年
度
に
は
6
･
8
唯
/

o
ま
で
改
善
さ
れ
ま
し
た
｡
し
か
し
な
が

ら
､
そ
の
後
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
種
の

変
化
等
の
要
因
か
ら
､
平
成
5
年
度
以
降

は
8
唯
/
o
前
後
の
高
い
数
値
で
推
移
し

て
い
ま
す
｡

※
C
O
D
-
科
学
的
酸
素
要
求
昼
　
(
水
の
汚
染
度
を

調
べ
る
指
標
の
ひ
と
つ
｡
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
汚
れ

の
度
合
い
は
大
き
い
｡
)



霞ケ浦における排出負担割合(平成12年度)

-師｢コイ養殖6'8%　譜† ｢コイ養殖5'8%
9･3%¥

生活排水

コイ萎殖
19.6%

全りん44･4%

7.4%
｣へ

_　30.1%　　湖面降雨

生活排水

ェ場.粥町.難,三言
､へへ､

4_.6嘉　　16.4% 1ま"売%

生活排水
27. 9%

農地12.0%

霞ケ浦の水質浄化､私たちにで圭6こと...
-霞ケ浦湖上実践セミナ-開催-

参加した小学生は,セミナ-終了

後のアンケ-トで｢密ケ浦がこんな
に汚れているとは思わなかった｡｣
｢昔は泳げたのつ｣ ｢これからは､ご

みを捨てないようにする｡｣など､

綴ケ浦について思うこと､水質浄化
について自分なりにできることなど

を考えてくれました｡

私たちの生活に無くてはならない

水を与えてくれている『霞ケ浦』｡

この｢霞ケ浦｣を実際に湖上から観

察し､その水質等の現状を知ろうと､

霞ケ浦問題協議会主催による『霞ケ浦

湖上実践セミナ-』が毎年開催され

ています｡

『霞ケ浦湖上実践セミナー』には

河内町家庭排水浄化椎進協議会(会

長　大野佳美氏)が主体となり,同

会のメンバ-をはじめ､水質監視員､

自治会,こども会を対象に参加者を

募集し.土浦港から出航している

｢ホワイトアイリス号｣に実際に乗

船し､簡単な水質検査等を実際に行

うことで､霞ケ浦の現状を改めて認

識し､霞ケ浦の水質浄化の必要性を

深く感じることができます｡

◇資料提供･問合せ先◇都市計画課環境衛生係曾84-21 1 1 (内線155･156)
圧殺かわら
平成17隼11月(砿44の漢書

球
筋
謁
堀
の
額
㊨

霞
ケ
浦
の
水
質
汚
濁
の
主
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
も
の
は
､
大
き
く
2
つ
に
分
け
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
ひ
と
つ
は
､

河
川
な
ど
を
通
じ
て
直
接
c
O
D
や
窒
素
･

り
ん
が
霞
ケ
浦
に
流
れ
込
む
も
の
で
す
｡

汚
れ
の
発
生
源
は
､
家
庭
か
ら
の
生
活
排

水
や
工
場
･
事
業
場
､
畜
産
､
農
地
､
市

街
地
の
ほ
か
､
自
然
由
来
の
森
林
か
ら
の

負
荷
や
湖
面
へ
の
降
雨
な
ど
で
す
｡

も
う
ひ
と
つ
は
､
霞
ケ
浦
の
中
で
増
え

る
も
の
で
す
｡
湖
底
に
堆
積
し
て
い
る
泥

(
底
泥
)
　
か
ら
C
O
D
や
窒
素
･
り
ん
が

溶
出
し
ま
す
｡
さ
ら
に
､
河
川
を
通
じ
て

流
入
し
た
り
底
泥
か
ら
溶
出
し
た
窒
素
や

リ
ン
を
栄
養
源
に
し
て
､
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
増
殖
し
ま
す
｡
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
増
え
す
ぎ
る
と
C
O
D
の
数
値
が
上

が
る
だ
け
で
な
く
､
ア
オ
コ
を
形
成
し
て

景
観
を
損
ね
た
り
悪
臭
を
発
生
し
た
り
し

ま
す
｡
こ
の
よ
う
に
､
汚
濁
物
質
の
河
川

を
通
じ
た
流
入
や
底
泥
か
ら
の
溶
出
に
加

え
､
湖
内
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖

す
る
こ
と
に
よ
り
霞
ケ
浦
の
水
質
が
悪
化

し
ま
す
｡

し
か
し
､
そ
の
大
半
は
､
流
域
に
暮
ら

す
私
た
ち
が
出
す
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水

に
よ
る
も
の
な
の
で
す
｡

(
グ
ラ
フ
参
照
)

-

球
筋
轟
能
を
零
毒
を

霞
ケ
浦
の
水
質
改
善
･
保
全
を
図
る
た

め
､
国
や
県
に
お
い
て
も
､
こ
れ
ま
で
に

水
質
浄
化
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
の
制

定
や
水
質
保
全
の
た
め
の
計
画
の
策
定
が

な
さ
れ
､
そ
の
汚
染
源
に
応
じ
た
計
画
に

基
づ
き
流
域
及
び
湖
内
に
お
け
る
総
合
的

な
浄
化
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
霞
ケ
浦
を
汚
す
原
因
の
大
半
と

な
っ
て
い
る
生
活
排
水
に
つ
い
て
も
､
流

域
で
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
霞
ケ

浦
の
水
質
浄
化
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
｡

霞
ケ
浦
と
そ
こ
に
住
む
私
た
ち
が
､
こ

れ
か
ら
も
共
に
歩
む
た
め
に
三
｡



∴∴:二

二みんなの元気､笑顔がいっぱい｡三

河内町の秋を華やかに彩るイベント『200 5輝いて河内いきいき祭』

が11月1日から3日まで開催されました｡

特iこ､ 3日の｢文化の日｣は､澄み渡る青空の下､多くの人が訪れ､

各種クラブや､児童･生徒の作品展(トレ-ニングセンター内), 50を

超える各種模擬店(総合グラウンド)の他､特設ステ-ジでの『三沢

あIナみ歌謡シヨ-』へ『大抽選会』等が催され､昨年を上回る来場者で

にぎわいました｡



会場は明るく/.∴タニシ夢

†繁盛!繁盛川模擬店』はどこも大盛況

広一戯かわぢ
平成I7争11月(1o110)

言
か
わ
ら
☆
き
っ
す
く
5
ぷ
』
の
本
格
的

な
踊
り
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
-

二
｡

)
『
大
抽
選
会
』
-
等
_
 
o
方
円
分
の
旅
行
券

を
引
き
当
て
た
牧
山
さ
ん
　
(
宿
)



く奮闘醒藷

-幼構図

ぐ〉募集人員　　8 〇人



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

俸塵センター燈より
ー予防接種法改正のお知らせ･稲敷地域小児救急輪番当番医-

臆平成I8年4目よりはしか･固疹予防摘拝の方法が変わります

平成18年4月に予防接撞法施行令が改正され､はしか･風疹予防接種の方法と対象年鈴が変わります｡

第1期生後12か月一24か月未満

対象年絵　生後12か月-7歳6か月末満!第2期5歳へ7歳未満

(小学校就学前)

接　踵　方　法
はしかフクテン､　　　　　　　　第1期　はしか･風疹混合ワクチンを1回

風疹ワクチンを各1回　　　　し　第2期　はしか･風疹混合ワクチンを1回

この改正により､平成18年4月の時点で2歳をすぎている方は､はしか･風疹予防接種の対象外となり､

それ以後iこはしか及び風疹の予防接種を受ける場合は任意接種(自費)になります｡

平成18年4月1日の時点で2歳をすぎる方は, 18年3月までiこはしかと風疹の予防接種を両方とも終了

されますようお知らせいたします｡

はしかの予防接経は生ワクチンですので､接種後に風疹の予防接種を受Iナるまでに4週間の間隔が必要

であること､また体調不良の場合は受けられないことを考慮し､早めに受iナましょう｡

また､現在の予防接種法の下で接種された方は､平成18年4月改正後の､法による5歳-7歳未満の第

2期の接種の対象にはなりません｡

接種は指定医療機関に保健センタ-から発行された予診票を持参して受けていただきます｡不明な点は

保健センタ-までお問合せください｡

★稲敷地域小児救急輸番制当番医

1 8　　00,-2 1 : 00 牛久菱和総合病院(曾029-872-3111)

18　00…21　00　　i　　東京医大霞ケ浦病院(曾029-887-1161)

18. 00-21 .00　　i　牛久愛和総合病院(曾029-872-3111)

18:00-21　00　　i　　龍ヶ崎済生会病院(曾0297-63-7111)

18 : 00-21 . 00　　l　　つくばセントラル病院(曾029-872-1771)

9:00…｢6　00　【つくばセントラル病院(曾029-872-1771)

18:00…翌朝9　00 !東京医大霞ケ浦病院(曾029-887-1161)

9 : 00-12　00　　【　つくばセントラル病院(曾029-872臆1了71)

日　　　　　｢2:00-15　00　　　一　　龍ヶ崎済生会病院(曾029了-63-7111)

18 : 00-翌朝9 ･ 00　　　　東京医大霞ケ浦病院(宙029-887-1161)

※救急外来は応急処置が基本のため､処方は原則1日分です｡なるべく昼間の診猿時間に受診してください｡

※上記以外にも休日夜間診療を行っている医猿機関があります｡かかりつけ医等の状況を把握しておきましょう｡
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火

　

水

　

木

　

金

　

土



高齢者iこ感謝と敬意を志し
-平的7年度敬老徳祉大会開催-

『星　奈々さん』ものまね歌謹シヨ-

尋¥こ二三二間:

濫【　　｣.:.尺　臆　　:

胸:年筋盤:: i

秋山　晃･初枝さんこ夫妻

第8回

河内町ビーチlルーポール大会結果
_ ∴∴■｣

/日　時10月23日(日)

/会　場　農業者トレ〇二ングセンタ-

優　勝　　第3分館

準優勝　　源

第3位　　チ-ム阿部ちゃん

資料提供　生涯学習課　曾84-2843

_
 
o
月
_
 
6
日
､
河
内
中
学
校
体
育
館
を
会

場
に
､
町
内
の
7
0
歳
以
上
の
方
を
招
待
し

敬
老
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

式
典
で
は
､
百
三
賀
之
祝
褒
賞
　
(
1
0

3
歳
･
-
名
)
　
百
二
賀
之
祝
褒
賞
　
(
1
0

2
歳
･
1
名
)
　
百
一
賀
之
祝
褒
賞
　
(
-
o

-
歳
･
2
名
)
　
百
寿
褒
賞
　
(
-
o
o
歳
･

1
名
)
　
長
寿
褒
賞
　
(
9
9
-
9
5
歳
以
上
･
2
2

人
)
　
や
米
寿
褒
賞
　
(
8
8
歳
･
4
5
人
)
､
傘

寿
褒
賞
　
(
8
0
歳
･
-
-
5
人
)
､
高
砂
夫

妻
　
(
共
に
8
0
歳
以
上
･
3
4
組
､
前
年
受
賞

者
は
除
く
)
　
の
表
彰
が
行
わ
れ
､
褒
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
､
受
賞
者
を
代
表
し

秋
山
　
晃
･
初
枝
さ
ん
ご
夫
妻
に
よ
る
､

お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

ま
た
､
小
中
学
生
に
よ
る
福
祉
作
文
入

賞
作
品
の
発
表
や
､
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
-

シ
ョ
-
等
の
他
､
河
内
中
音
楽
部
に
よ
る

吹
奏
楽
演
奏
が
披
露
さ
れ
一
日
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
｡

町
警
行
政
の
聖
書
献
上
讃
範
諾
軒
-

`

1

前
教
育
長
の
青
山
準
一
氏
が
地
方
教
育

行
政
功
労
者
表
彰
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
授
賞
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
た
び
の
表
彰
は
､
地
方
教
育
行
政

に
お
い
て
そ
の
功
労
が
特
に
顕
著
な
教
育

委
員
会
の
委
員
長
､
委
員
､
教
育
長
に
つ

い
て
､
そ
の
功
に
報
い
る
と
と
も
に
地
方

教
育
行
政
の
発
展
に
資
す
る
た
め
､
文
部

科
学
省
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
｡
青
山

さ
ん
は
町
教
育
長
と
し
て
8
年
間
に
わ
た

り
､
町
の
園
児
や
児
童
生
徒
の
健
全
な
育

成
と
教
育
施
設
の
充
実
な
ど
教
育
行
政
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
｡



自衛官募集案内

2等陸･海･空士自衛官(任期制)

(1)受験資格: 18歳以上27歳未満(男子のみ)

〈2)受付及び試験予定日

試験日　　　場　所　　　　受付期間

11月28日　勝田駐屯地10月31日へ11月24日

12月10日　霞ケ浦駐屯地11月25日へ12月7日

自衛隊生徒
一技術を学びながら高等学校卒業の資格取得一

(1〉　受験資格:中卒(見込) 17歳未満の男子

(2〉　受付期間: 11月上旬へ18年1月上旬

(3〉　試験期間18年1月中旬

-
人
権
擁
護
委
員
は
身
近
な
相
談
相
手
-

山
下
呂
男
さ
ん
再
任

私
た
ち
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ

れ
た
場
合
､
自
宅
で
い
つ
で
も
私
た

ち
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
､
人
権

擁
護
委
員
に
こ
の
ほ
ど
､
山
下
昌
男

さ
ん
　
(
写
真
)
　
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
｡

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
｡

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
｡

山
下
昌
男
さ
ん
の
連
絡
先

⑧
住
所
　
金
江
津
4
1
4
8
-
3
7

◇
電
話
　
8
6
-
3
1
1
6

俳

　

句

　

が

わ

も

俳

前

会

コ
ス
モ
ス
の
遥
折
り
返
す
万
歩
計田

鐘
が
な
る
霧
の
浄
土
の
海
禅
寺

鴻

鈴
虫
や
俺
一
代
と
言
ふ
床
屋

東
口
の
下
駄
の
湿
り
や
霧
の
朝

田

し
そ
匂
ふ
指
が
捺
印
ク
ー
ル
便

橘

暫
く
は
富
士
の
入
日
を
眺
め
を
り吉

見
海
や
名
月
冴
え
て
佐
渡
島

若

中

　

康

　

夫

野

　

た

　

け

口

　

ふ

　

く

沼

　

和

　

子

爪

　

か

　

ん

田

　

四

　

郎

泉

　

栄

　

治

鈴
虫
や
ひ
そ
ひ
そ
話
し
に
加
わ
り
て

寺

　

田

灯
を
消
し
て
鈴
虫
の
声
間
近
よ
り

杉

　

原

霧
雨
や
無
言
と
な
り
し
木
も
草
も

大

　

野

ち
か
ち
か
と
筑
波
暮
れ
ゆ
-
秋
拾

津

　

根

調
査
表
書
き
終
え
た
り
し
夜
半
の
月

大

　

塚

ヘ
ッ
ド
に
は
皆
老
ら
-
の
枯
れ
木
か
な

飯

　

島

饉

　

歌

　

が

わ

も

頬

歌

会

薄
紅
の
コ
ス
モ
ス
ど
こ
か
切
な
く
て
言
い
そ
び
れ
て
い
た
言
葉
の
よ
う
に

刈
り
終
え
し
田
の
畦
道
に
彼
岸
花
今
年
も
咲
い
て
秋
開
け
に
け
り

拐
帯
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
パ
ソ
コ
ン
時
代
ふ
と
消
し
て
み
た
い
こ
の
環
境
を

ど
ぶ
川
に
飛
び
込
む
程
の
価
値
あ
り
や
日
本
か
く
ま
で
平
和
呆
け
せ
り

日
本
人
妻
の
心
と
振
舞
い
は
世
界
に
類
無
し
小
泉
八
雲
は
松
江
に
留
る

川
筋
に
プ
ル
-
の
屋
根
が
と
な
り
組
ね
こ
と
家
主
が
日
向
に
座
る

風
に
揺
れ
し
な
や
か
に
舞
ふ
秋
楔
の
舞
ひ
を
ば
暫
し
老
い
は
見
詰
め
り

欲
し
か
っ
た
ゆ
と
り
が
い
ま
は
吾
を
責
め
老
醜
と
い
ふ
罰
を
く
れ
た
り



◇豊田新利根土地改良　3期◇

徴収日は11月30日です

広殻かわら
醐17牢11月/川｡君0)

生
活

｢
茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の
環
境

整
備
条
例
｣
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

1
 
-
月
1
日
か
ら
､
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
､
｢
青

少
年
の
た
め
の
環
境
整
備
条
例
｣

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
｡

改
正
内
容

①
深
夜
外
出
の
制
限
に
つ
い
て

保
護
者
の
方
々
は
､
特
別
な
理

由
が
な
い
限
り
､
青
少
年
　
(
小
学

校
始
期
か
ら
購
歳
に
達
す
る
ま
で
)

を
､
深
夜
　
(
午
後
‖
時
か
ら
翌
朝

4
時
ま
で
)
　
に
外
出
さ
せ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

今
回
の
改
正
に
よ
り
､
深
夜
に
営

業
を
行
っ
て
い
る
者
　
(
コ
ン
ビ
ニ
､

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
)

は
､
青
少
年
が
深
夜
に
外
出
を
し

て
い
る
と
き
は
､
帰
宅
を
促
す
措

置
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
｡

②
有
害
図
書
の
指
定
要
件
の
拡
大

に
つ
い
て

皆
さ
ま
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る

図
書
な
ど
に
つ
い
て
､
そ
の
内
容

が
､
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
､
｢
有
害
図
書
｣

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
｡

･
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
す
る

も
の

･
著
し
く
粗
暴
性
ま
た
は
残
虐
性

を
生
じ
さ
せ
る
も
の

･
犯
罪
や
自
殺
を
誘
発
す
る
し
､

健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
も
の

･
自
ら
ま
た
は
第
三
者
を
し
て
､

青
少
年
の
心
身
の
健
康
を
害
す
る

も
の

③
図
書
な
ど
自
動
販
売
機
に
つ
い

て

図
書
な
ど
自
動
販
売
機
へ
の
有

害
図
書
収
納
違
反
に
対
す
る
罰
則

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､
学

校
な
ど
公
共
施
設
の
周
囲
2
0
0

メ
-
ト
ル
以
内
へ
は
設
置
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
､
自
動
販
売
機

の
内
容
物
が
直
接
に
見
え
な
い
よ

う
に
す
る
措
置
な
ど
､
努
力
義
務

を
設
け
ま
し
た
｡

/
問
合
せ
先

県
女
性
青
少
年
課

Ⅲ

o
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-

3

0

1

-

2

1

8
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Ⅲ

o
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9

-

3

0

-

-

2

1

8

9

1
1
1
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‥
¥
¥
¥
≡
一
三
)
r
e
f
 
i
b
Z
[
r
a
k
i

j
-
〕
¥
b
u
k
)
0
1
'
u
/
b
u
筆
i
/
j
o
s
｡
i
/

i
o
s
c
i
.
h
l
m

子
ど
も
専
用
電
話
相
談

｢
子
と
も
ホ
ッ
ト
一
フ
ィ
ン
｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

茨
城
県
教
育
委
員
会
で
は
､
-
8

歳
ま
で
の
小
学
生
･
中
学
生
÷
同

校
生
な
ど
の
皆
さ
ん
が
､
悩
み
や

心
配
事
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
､
子
ど
も
専
用
の
電
話

相
談
　
｢
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
｣

を
開
設
し
て
い
ま
す
｡
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
は
､
大
人
の
価
値
観
を
押

し
っ
け
ず
､
命
令
や
指
示
､
説
教

等
を
す
る
の
で
は
な
く
､
子
ど
も

と
と
も
に
考
え
､
子
と
も
た
ち
が
､

自
分
の
不
安
､
悩
み
､
寂
し
さ
､

憤
り
な
ど
を
自
分
自
身
で
解
決
し

た
り
､
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決

定
で
き
る
よ
う
に
､
話
を
聞
い
た

り
､
話
し
合
い
を
し
た
り
し
ま
す
｡

電
話
で
の
相
談
は
､
年
末
お
よ
び

年
始
の
3
日
間
を
除
く
毎
日
､
午

前
9
時
か
ら
深
夜
o
時
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
電
話
が
で
き
な
い
場
合

に
は
､
F
A
X
や
電
子
メ
ー
ル
で

も
相
談
で
き
ま
す
｡

秘
密
は
絶
対
に
守
り
ま
す
の
で
､

ど
ん
な
こ
と
で
も
安
心
し
て
相
談

し
て
く
だ
さ
い
｡

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

-

-

8

-

8

-

Ⅲ

o
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9

-

3

0

2

I

2

-

6

6

E
-
忌
i
二
･
ホ
-
ム
ペ
-
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
､
｢
子
ど
も
の
み
な

さ
ん
へ
｣
､
｢
電
子
メ
-
ル
を
送
り

た
い
方
は
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
｣
　
の
順
で
進
ん
で
く
だ

さ
い
｡

三
二
)
‥
¥
¥
¥
¥
,
¥
Y
W
.
e
(
一
l
ニ
)
I
(
,
I
.
i
b
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¥
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三
/
∵
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¥
一
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)
(
一
(
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)
-
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◆
問
合
せ
先

子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
事
務
局

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

-

-

5

2

2

9

議

O

2

9

-

3

0

1

-

5

2

3

9

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
.
〇
〇
開
催

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
｡

◆
日
　
時
　
_
 
2
月
_
 
2
日
　
(
月
)

午
後
-
時
-

◆
場
　
所
　
土
浦
京
成
ホ
テ
ル

土
浦
市
川
口
2
-
-
 
3
-
2
 
-

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

1

-

5

2

2

5

◆
申
込
･
問
合
せ
先

ハ
ロ
-
ワ
-
ク
竜
ヶ
崎

皿
的
-
2
7
2
7
　
(
学
卒
係
)

自
動
車
の
正
し
い
登
録
に

つ
い
て

自
動
車
税
は
､
4
月
-
日
現
在

の
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
｡
自

動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
り
､
使
用

し
な
く
な
っ
た
時
は
､
必
ず
運
輸

支
局
で
名
義
変
更
等
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
｡
こ
れ
を
し
ま
せ

ん
と
､
い
つ
ま
で
も
名
義
人
に
課

税
さ
れ
る
な
ど
､
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
｡
な
お
､
3
月

下
旬
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
､

手
続
き
は
お
早
め
に
さ
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
｡



蕾蓮◎答電陶 

鴇 '_t 窒ﾂﾉnr�

轡主'l 

長竿地区自治会では､長竿地区の児童のために

役立て頂きたいと､現金20万円(加入していた郵

便局簡易保険からの地元還元金)の寄附がありま
した｡寄附金につきましてはへ　町をとおし､長竿

小学校の予算に組み入れ大切に使わせていただき
ます｡

(写真:野高町長に寄附金を手渡す自治会の皆さん)

球道管理事務所 

◆問合せ先◆ 

水道課(水道管理事務所内)曾84二②㊥′6当 

圧殺かわら
-'P成1 7年11月(/¥Z2｣40)題

･
㊥
問
合
せ
先

○
変
更
登
録
に
つ
い
て

茨
城
運
輸
支
局
土
浦
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所

皿

o

2

9

-

8

4

2

･

8

-

-

I

0
自
動
車
税
に
つ
い
て

茨
城
県
稲
敷
県
税
事
務
所

課
税
第
二
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

-

6

-

1

2

個
人
事
業
税
の
納
付
は
､

期
限
内
に
-

‖
月
は
､
個
人
事
業
税
　
(
定
期

課
税
分
)
　
の
第
2
期
分
の
納
付
時

期
で
す
｡
‖
月
中
ご
ろ
に
県
税
事

務
所
か
ら
納
付
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
､
お
近
く
の
金
融
機
関
か
県

税
事
務
所
の
窓
口
で
納
期
内
に
納

め
て
く
だ
さ
い
｡

な
お
､
便
利
な
口
座
振
替
に
よ

る
納
税
制
度
も
あ
り
ま
す
｡
口
座

を
お
持
ち
の
県
内
の
金
融
機
関

(
郵
便
局
は
除
く
)
　
で
簡
単
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
の
で
､
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
｡

◆
問
合
せ
先

茨
城
県
稲
敷
県
税
事
務
所

課
税
第
一
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

-

6

-

-

4

募
集

ス
ク
ー
ル
ガ
ウ
ン
七
一
フ
ー

募
集
の
お
知
ら
せ

茨
城
県
教
育
委
員
会
で
は
､
平

成
_
 
8
年
度
に
採
用
す
る
ス
ク
-
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
候
補
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
｡
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
-
は
､
公
立
中
学
校
と
県
立

高
等
学
校
で
､
児
童
生
徒
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
保
護
者
と
教
職
員

へ
の
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
｡
勤

務
形
態
は
､
週
1
日
8
時
間
､
ま

た
は
週
2
日
で
1
日
4
時
間
の
ど

ち
ら
か
に
な
り
ま
す
｡
候
補
者
は
､

候
補
者
名
簿
に
登
録
し
､
学
校
な

ど
の
状
況
に
よ
り
､
必
要
に
応
じ

て
､
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
｡

台
帳
登
録
者
の
資
格
要
件
は
次

の
6
つ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
す
｡

一
､
臨
床
心
理
士
の
方
｡
こ
れ
に

は
､
平
成
1
 
8
年
度
4
月
に
資
格
取

得
の
見
込
み
の
方
を
含
み
ま
す
｡

二
､
精
神
科
医
の
方
｡

三
､
大
学
の
教
授
､
助
教
授
､
常

時
勤
務
の
講
師
の
職
に
あ
る
方
､

ま
た
は
あ
っ
た
方
｡

四
､
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し

た
方
で
〇
年
以
上
の
心
理
臨
床
業

務
等
の
経
験
を
有
す
る
方
｡

五
､
大
学
を
卒
業
し
た
方
で
､
5

年
以
上
の
心
理
臨
床
業
務
等
の
経

験
を
有
す
る
方
｡

六
､
医
師
で
､
-
年
以
上
の
心
理

臨
床
等
の
経
験
を
有
す
る
方
で
す
｡

◆
問
合
せ
先

県
教
育
庁
義
務
教
育
課
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o

2

9

-

3

0
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-

5

2

3

9

-
歴
史
講
績
会
開
催
-

期
　
日
　
｢
2
月
3
日
　
(
土
)

午
後
｢
時
o
O
分
-
午
後
3
時
o
o
分

場
　
所
　
河
内
町
中
央
公
民
館
　
大
会
議
室

演
　
題
　
｢
天
狗
争
乱
と
幕
末
の
河
内
｣

大
徳
村
武
田
治
左
衛
門
と

金
江
津
村
福
田
伝
五
左
衛
門
を
め
ぐ
っ
て

講
　
師
　
河
内
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

鈴
　
木
　
　
久
先
生

主
　
催
　
河
内
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
譲

合
o
2
9
7
-
8
4
･
2
8
4
3



定例相談
心配ごと相談
日　　時12月1日(木)午前10時一正午

12月15日(木)午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

1ふ84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　公民蝕第3分館(西共同利用施設)

問合せ先1ふ84-4888(圃兼用)

成田空港に関する相談
日　　時　日一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センター

曾84-50 1 7

交通事故発生状況
町内の交通事故10月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　6件(十1) (66)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 1)

負傷者数　　　　　　8人(+2) (96)

竜ヶ崎警察署調べ

戸籍の窓(10月)
おめでた

おくやみ

転　　入

転　　出

町の人口と世帯
平成17年11月1日現在

人　口　11,34了人(-24)

男　　　5,620人(-15)

女　　　5,了2了人(-9)

世帯数　　3,406戸(-3)
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